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日
本
歯
科
大
学
の
姉
妹
校

交
換
学
生
制
度
は
、
国
際
交

流
へ
の
啓
発
と
国
際
的
視
野

の
涵
養
を
図
る
こ
と
目
的
と

し
て
、
一
九
八
六
年
（
昭
和

六
十
一
年
）
に
始
ま
っ
た
。

毎
年
三
月
に
ア
メ
リ
カ
・
ワ

シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
の
ワ

シ
ン
ト
ン
大
学
（
Ｕ
Ｗ
）
と

姉
妹
校
で
あ
る
カ
ナ
ダ
・
バ

ン
ク
ー
バ
ー
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
（
Ｕ

Ｂ
Ｃ
）
を
、
本
学
の
生
命
歯

学
部
と
新
潟
生
命
歯
学
部
の

五
年
生
か
ら
選
ば
れ
た
六
名

の
学
生
が
訪
問
し
て
い
る
。

そ
の
後
七
月
下
旬
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ

か
ら
の
訪
問
学
生
を
受
け
入

れ
、
相
互
に
研
修
と
親
睦
を

図
っ
て
い
る
。

　
今
年
は
三
月
七
日
に
成
田

空
港
を
出
発
し
、
シ
ア
ト

ル
・
タ
コ
マ
空
港
に
到
着

し
た
。
シ
ア
ト
ル
到
着
後
、

パ
イ
ク
プ
レ
イ
ス
市
場
な

ど
を
観
光
し
た
。
九
日
は
、

二
〇
一
四
年
十
月
か
ら
Ｕ
Ｗ

東京では羽村章生命歯学部長を訪問

吊橋で有名なキャピラ川広域公園で

シアトルで開業する大谷先生からお話を伺う

患者ロボット・シムロイドで診療を体験

新潟生命歯学部ＧＡＫＵＳＨＯＫＵで開かれたウェルカムパーティ

何かご利益が？パイクプレイス市場の金のブタ

スタンレー・パークのトーテムポール前

ＵＢＣ歯学部の附属病院を見学する

東京ステーション駅舎の前で記念撮影

Shuler歯学部長やShah先生、ＵＢＣのメンバーと

に
留
学
し
て
い
た
原
田
光
佑

先
生
（
九
十
三
回
卒
）
の
紹

介
で
、
シ
ア
ト
ル
市
開
業
の

大
谷
恭
史
先
生
の
診
療
所
を

訪
ね
た
。
両
先
生
は
、
主
に

日
米
間
の
講
義
や
診
療
シ
ス

テ
ム
の
違
い
（
北
米
で
は
歯

科
衛
生
士
の
業
務
範
囲
が
日

本
よ
り
広
い
な
ど
）
を
話
し

て
下
さ
り
、
学
生
た
ち
は
熱

心
に
聞
き
、
多
く
の
質
問
を

し
て
い
た
。

　
翌
十
日
は
Ｕ
Ｗ
歯
学
部

を
訪
問
し
、
午
前
中
は

Daniel Chan 

教
授
とFred 

H
asegaw

a

先

生

の

案

内

で
、
学
生
実
習
室
、
歯
科
病

院
診
療
室
、
医
科
病
院
を
見

学
し
た
。
Ｕ
Ｗ
は
本
学
と
同

様
、
医
科
病
院
と
歯
科
病
院

が
隣
接
し
て
お
り
、
連
携
が

強
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話

な
ど
を
伺
っ
た
。
Ｕ
Ｗ
の

方
々
と
昼
食
を
と
っ
た
後
、

午
後
か
ら
は
原
田
先
生
に
、

Ｕ
Ｗ
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
桜
の

木
が
あ
る
公
園
や
歴
史
的
建

造
物
で
あ
る
図
書
館
な
ど
を

紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ

の
日
の
夕
方
シ
ア
ト
ル
を
出

発
し
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
向

か
っ
た
。

　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
空
港
で

は
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
国
際
交
流
責
任

者
のRavindra Shah

先
生

と
学
生
た
ち
の
熱
い
出
迎
え

を
受
け
、
そ
の
晩
、
学
生
宅

で
歓
迎
会
と
な
っ
た
。
バ
ン

ク
ー
バ
ー
滞
在
中
、
私
を
含

め
本
学
の
学
生
た
ち
は
、

各
々
の
パ
ー
ト
ナ
ー
宅
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

で
は
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
学
生
と
ご

家
族
か
ら
暖
か
く
心
の
こ

も
っ
た
も
て
な
し
を
受
け
、

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

　
十
一
日
か
ら
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
ま
っ

た
。
ま
ず
歯
内
治
療
学
、
補

綴
学
と
麻
酔
学
の
講
義
に
参

加
し
た
。
講
義
は
、
教
員
が

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
教
員
と

学
生
た
ち
が
何
度
も
互
い
に

質
問
し
討
論
す
る
形
式
だ
っ

た
。
ま
た
、
歯
学
部
附
属
病

院
で
学
部
二
年
生
と
三
年
生

の
病
院
実
習
や
エ
ッ
ク
ス
線

撮
影
室
を
見
学
し
た
。
病
院

実
習
は
、
学
生
が
患
者
さ
ん

に
丁
寧
に
説
明
し
て
、
患
者

さ
ん
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た

状
態
で
診
療
を
行
っ
て
い
た

の
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

　
研
修
修
了
後
は
、
Ｕ
Ｂ

Ｃ
の
学
生
た
ち
と
ス
タ
ン

レ
ー
・
パ
ー
ク
、
キ
ャ
ピ
ラ

川
広
域
公
園
や
セ
ン
ト
パ
ト

リ
ッ
ク
ス
デ
ー
パ
レ
ー
ド
な

ど
を
見
に
行
き
、
二
〇
一
〇

年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場

で
あ
っ
た
ウ
ィ
ス
ラ
ー
で
ス

キ
ー
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

十
五
日
に
は
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
学
生

の
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開

か
れ
、
お
互
い
の
交
流
が
さ

ら
に
深
ま
っ
た
。
ま
た
十
八

日
に
は
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
先
生
方
か

ら
イ
ン
ド
料
理
の
夕
食
に
招

待
さ
れ
、Charles Shuler

歯
学
部
長
か
ら
修
了
証
書
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。
そ

し
て
二
十
日
の
朝
、
Ｕ
Ｂ
Ｃ

の
学
生
た
ち
の
見
送
り
を
う

け
、
二
十
一
日
の
夕
方
、
無

事
日
本
に
戻
っ
た
。

　
帰
国
し
て
か
ら
四
か
月
後

の
七
月
二
十
七
日
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ

の
学
生
た
ち
が
成
田
空
港
に

到
着
し
、
再
会
を
喜
ん
だ
。

二
十
八
日
の
午
前
中
、
Ｕ
Ｂ

Ｃ
の
学
生
た
ち
は
生
命
歯
学

部
の
学
内
を
見
学
し
、
午
後

か
ら
は
羽
村
章
生
命
歯
学
部

長
主
催
の
歓
迎
昼
食
会
に
招

か
れ
た
。
二
十
九
日
に
は
附

属
病
院
や
Ｇ
Ｃ
工
場
を
、

三
十
一
日
に
は
口
腔
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
多
摩
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
見
学
し
た
。
さ
ら

に
八
月
一
日
に
東
京
デ
ン
タ

ル
シ
ョ
ー
に
参
加
し
た
。
ま

た
鎌
倉
、
浅
草
や
都
内
の
観

光
に
も
出
か
け
、
日
本
文
化

を
大
い
に
満
喫
し
た
。

　
八
月
三
日
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の

学
生
た
ち
は
新
潟
へ
移
動

し
、
そ
の
日
の
夜
、
ウ
エ
ル

カ
ム
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ

た
。
四
日
は
関
本
恒
夫
新
潟

生
命
歯
学
部
長
と
面
会
し
、

修
了
証
書
が
渡
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
医
の
博
物
館
、
Ｉ
Ｔ

セ
ン
タ
ー
、
先
端
研
究
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
見
学
し
、
午
後

か
ら
新
潟
病
院
で
の
研
修
を

行
い
、
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
研
究
発
表

会
に
参
加
し
た
。
五
日
か
ら

は
、
弥
彦
観
光
、
新
潟
市
内

で
の
茶
道
、
新
潟
祭
り
の
民

謡
流
し
、
市
民
御
輿
と
花
火

を
経
験
し
た
。
そ
し
て
十
日

に
別
れ
を
惜
し
み
つ
つ
、
カ

ナ
ダ
へ
帰
国
し
た
。

　
本
学
の
学
生
た
ち
は
、
バ

ン
ク
ー
バ
ー
に
着
い
た
当
初

は
緊
張
し
て
い
る
様
子
だ
っ

た
が
、
徐
々
に
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
学

生
に
積
極
的
に
話
し
か
け
る

よ
う
に
な
り
、
適
応
力
の
速

さ
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
今

回
の
交
換
留
学
に
よ
り
、

我
々
は
大
変
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
学
生

た
ち
は
今
回
の
経
験
を
基

に
、
将
来
、
国
際
性
豊
か
な

視
野
の
広
い
歯
科
医
師
に
な

る
と
思
う
。
最
後
に
姉
妹
校

交
換
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
各
位
に
、
心
よ
り
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
同
行
教
員
　
佐
藤
義
英
）

交
換
学
生

　
二
〇
一
五
年
度
姉
妹
校
交

換
学
生
は
次
の
通
り
。

（
日
本
歯
科
大
学
）

生
命
歯
学
部
　
駒
津
　
匡
二

　
　
　
　
　
　
清
水
　
美
透

　
　
　
　
　
　
本
多
　
令
奈

新
潟
生
命
歯
学
部

　
　
　
　
　
　
加
羽
澤
侑
以

　
　
　
　
　
　
武
内
柚
香
里

　
　
　
　
　
　
谷
中
　
　
航

（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
）

M
r.Scott M

atheson
M

r.Jay Lam
M

r.Ebin Thaliath
M

s.Liora Berant
M

s.Carlee Beuk
M

s.Fiona Roth

（
同
行
教
員
）

佐
藤
義
英
（
新
潟
生
命
歯
学

部
生
理
学
講
座
准
教
授
）
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東京都心のフットサル・コート

飯田橋・神楽坂上フィールド竣工
　
二
〇
一
五
年
六
月
に
着
工

し
た
屋
外
運
動
施
設
・
神
楽

坂
上
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
五
か

月
間
の
工
期
を
経
て
、
十
月

に
竣
工
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド

に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
兼
用
の

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
、
一
周

約
百
メ
ー
ト
ル
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
・
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
、

木
造
平
屋
建
て
の
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
が
完
成
し
た
。

　
本
学
関
係
者
と
工
事
関

係
者
が
参
列

し

て
、

十

月

二
十
七
日
午
前

十
一
時
よ
り
竣

工
式
が
挙
行
さ

れ
た
。
木
の
香

も
新
し
い
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
内
で

は
、
フ
ィ
ー
ル

ド
隣
の
筑
土
八

幡
神
社
の
神
職

に
よ
り
神
事
が

執
り
行
わ
れ

た
。

　
竣
工
式
の
あ

と
、
中
原
泉
理
事
長
・
学
長

は
、「
工
期
が
短
か
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
立
派
な
運
動

施
設
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、

設
計
施
工
に
あ
た
ら
れ
た
み

な
さ
ま
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。
都
内
の
真
ん
中
に

で
き
た
運
動
場
な
の
で
、
本

学
の
学
生
に
大
い
に
活
用
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。

▼
フ
ッ
ト
サ
ル（FU

TSA
L)

は
、
ミ
ニ
・
サ
ッ
カ
ー
と
も

呼
ば
れ
、
基
本
的
に
は
室
内

で
行
わ
れ
る
。
競
技
者
は
五

人
以
下
で
、
そ
の
う
ち
一
人

は
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
。

　
一
九
八
九
年
に
国
際
サ
ッ

カ
ー
連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
）
の

所
管
と
な
り
、
初
の
世
界
大

会
を
オ
ラ
ン
ダ
で
開
催
し

た
。
一
九
九
四
年
に
は
世
界

共
通
の
統
一
ル
ー
ル
を
ま
と

め
、
コ
ー
ト
の
大
き
さ
や
ラ

イ
ン
の
幅
な
ど
に
つ
い
て
細

か
く
規
定
し
て
い
る
。

　
日
本
歯
科
大
学
は
現
在
、

世
界
十
五
か
国
十
八
校
と
姉

妹
校
協
定
を
締
結
し
、
学
術

交
流
を
行
っ
て
い
る
。
台
湾

の
中
山
医
学
大
学
と
は
、

一
九
七
一
年
に
本
学
第
一
番

目
に
姉
妹
校
協
定
を
結
ん
だ
。

　
校
友
で
あ
る
故
周
汝
川
先

生
が
創
設
し
た
同
大
学
は
、

二
〇
一
五
年
で
創
立
五
十
五

周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
参

列
の
た
め
、
新
潟
生
命
歯
学

部
の
関
本
恒
夫
歯
学
部
長
と

柳
井
智
恵
教
授
（
附
属
病
院

口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
診
療

科
）
が
台
中
市
を
訪
れ
た
。

　
日
本
の
歯
科
界

か
ら
唯
一
の
来
賓

と
し
て
招
か
れ
た

関
本
歯
学
部
長
ら

は
、
十
一
月
八

日
に
羽
田
を
出
発

し
、
同
日
の
午
後

に
台
中
市
に
到

着
、
十
一
日
ま
で

中
山
医
学
大
学
を
視
察
し
、

教
職
員
や
学
生
た
ち
と
交
流

し
た
。
十
二
日
は
附
属
病
院

十
二
階
の
国
際
会
議
場
で
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
関
本

歯
学
部
長
が
祝
辞
を
述
べ

た
。

　
同
日
の
夜
、
市
内
の
展
華

婚
宴
会
館
で
開
催
さ
れ
た
記

念
祝
賀
会
で
は
、
関
本
歯
学

部
長
が
記
念
品
と
し
て
、
中

原
實
名
誉
学
長
の
油
彩
作
品

の
複
製
画
三
点
を
周
明
仁
理

事
長
ら
に
手
渡
し
た
。

　
周
明
勇
理
事
は
、
口
腔
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
イ

オ
ニ
ア
で
あ
る
日
本
歯
科
大

中
山

医
大  

創
立
55
周
年
を
祝
す

　
大
学
生
に
よ
る
新
潟
市
へ

の
政
策
提
言
発
表
会
（
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
フ
ォ
ー

ラ
ム
）
が
十
一
月
二
十
九
日

に
新
潟
市
役
所
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
れ
は
周
辺
の
十
三
大

学
・
短
大
で
構
成
す
る
大
学

連
携
協
議
会
と
新
潟
市
が
企

画
し
た
も
の
で
、
四
大
学
五

グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
た
。
新

潟
な
ら
で
は
の
特
色
を
生
か

し
た
雪
遊
び
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
実
施
、
あ
る
い
は
女
性
の

社
会
進
出
、
教
育
等
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。

　
新
潟
生
命
歯
学
部
の
学
生

た
ち
は
、「
に
い
が
た
ト
モ

ダ
チ
倍
増
お
宝
さ
が
し
作

戦
」
と
題
し
て
、
健
幸
マ
イ

レ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
な
が

ら
、
多
く
の
世
代
が
参
加
で

き
る
「
宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
」

の
実
施
を
提
案
し
た
。
多
世

代
を
地
域
の
茶
の
間
に
定
着

さ
せ
、
地
域
へ
の
愛
着
を
育

む
こ
と
を
提
案
し
た
。

　
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
本

学
の
学
生
た
ち
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域
の
宝

を
探
す
イ
ベ
ン
ト
で
、
お
年

寄
り
に
聞
か
な
け
れ
ば
わ
か

ら
な
い
内
容
を
設
定
し
て
、

地
域
へ
の
愛
着
を
育
む
と
と

も
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
世
代
が
交
流
で

き
る
よ
う
に
企
画
し
た
こ
と

で
あ
る
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い

て
は
、
十
一
月
三
十
日
の
朝

日
新
聞
新
潟
版
、
十
二
月
五

日
の
新
潟
日
報
に
掲
載
さ
れ

た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言

新
潟
・
学
生
が
最
優
秀
賞
受
賞

増
原
泰
三  

名
誉
教
授

　
本
学
名
誉
教
授
の
増
原
泰

三
先
生
は
、
十
月
二
十
日

逝
去
さ
れ
た
。
享
年
九
十

歳
。
増
原
名
誉
教
授
は
、
昭

和
二
十
一
年
北
海
道
大
学

農
学
部
卒
業
。
同
四
十
九
年

に
本
学
新
潟
歯
学
部
歯
科
薬

理
学
教
室
教
授
に
就
任
、
平

成
七
年
三
月
ま
で
同
講
座
を

二
十
一
年
間
に
わ
た
り
主
宰

し
た
。
新
潟
短
期
大
学
学

長
、
本
学
歯
学
会
会
長
な
ど

を
歴
任
し
た
。

　

葬
儀
・
告
別
式
は
十
月

二
十
九
日
東
京
新
宿
区
の
落

合
斎
場
で
執
り
行
わ
れ
た
。

鈴
木
雄
士  

名
誉
教
授

　

本
学
名
誉
教
授
の
鈴
木
雄

士
先
生
は
十
月
七
日
逝
去
さ

れ
た
。
享
年
七
十
九
歳
。
鈴

木
名
誉
教
授
は
昭
和
三
十
六

年
本
学
卒
業
（
第
五
十
回

卒
）。
大
学
院
歯
学
研
究
科

修
了
後
、
歯
学
部
口
腔
生
理

学
教
室
助
手
、
講
師
、
助
教

授
を
経
て
、
六
十
三
年
か
ら

退
職
す
る
平
成
十
八
年
ま
で

共
同
利
用
研
究
所
教
授
を
務

め
た
。

　

葬
儀
・
告
別
式
は
十
月

十
一
日
に
東
京
新
宿
区
の
最

勝
寺
会
館
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　
十
一
月
十
二
日
の
木
曜

日
、
午
前
十
二
時
四
十
分
ご

ろ
、
附
属
病
院
裏
の
木
造

三
階
建
て
の
事
務
所
か
ら
出

火
。
火
の
手
が
病
院
側
に
及

ん
だ
た
め
、
三
代
冬
彦
病
院

長
は
、
診
療
を
中
止
し
、
全

員
一
階
ロ
ビ
ー
に
退
避
す
る

よ
う
指
示
し
た
。

　
病
院
内
に
は
七
名
の
入
院

患
者
の
ほ
か
、
外
来
患
者
約

三
百
名
、
教
職
員
・
実
習
生

等
約
三
百
名
、
計
約
六
百
名

が
い
た
が
、
係
員
の
誘
導
に

従
っ
て
、
全
員
無
事
に
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
火
災
は
午
後
二
時
四
十
五

分
に
延
焼
防
止
と
な
っ
た

が
、
三
階
と
四
階
の
教
授
室

の
窓
ガ
ラ
ス
に
ひ
び
が
入
っ

た
。
病
院
内
に
煙
が
入
り
込

み
異
臭
を
放
っ
た
た
め
、
鎮

火
後
も
診
療
が
で
き
ず
、
入

院
患
者
は
東
京
新
宿
メ
デ
ィ

カ
ル
セ
ン
タ
ー
（
旧
厚
生
年

金
病
院
）
に
移
送
し
、
外
来

患
者
は
臭
い
の
少
な
い
診
療

室
で
緊
急
対
応
を
行
っ
た
。

出
火
原
因
は
不
明
。

　
再
生
医
療
等
に
対
応
す
る

た
め
、
九
月
初
旬
よ
り
改
修

工
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い

た
、
生
命
歯
学
部
の
細
胞
培

養
加
工
施
設
が
、
十
一
月

二
十
日
に
竣
工
し
た
。

　
同
施
設
に
は
、
100
周
年
記

念
館
地
下
一
階
の
共
同
利

用
研
究
所
内
の
八
十
二
㎡

（
二
十
五
坪
）
に
、
専
用
の

操
作
室
、
細
胞
保
存
室
等
が

整
備
さ
れ
た
。

　
な
お
、
十
二
月
六
日

（
日
）
の
第
七
回
認
定
医
講

習
会
で
第
一
期
の
「
歯
髄
細

胞
バ
ン
ク
認
定
医
講
習
会
」

が
す
べ
て
終
了
し
た
。
参
加

者
総
数
は
一
〇
三
六
名
で
認

定
医
登
録
者
数
は
九
一
四
名

だ
っ
た
。

附
属
病
院
裏
か
ら
出
火

全
員
避
難
す
る

⋮
⋮

東
京
細胞培養加工施設
専用施設を改修整備

清浄管理区域グレードＢの操作室、左は
グレードＡの安全キャビネットで作業中

新潟市の役職者らを前に講演する新潟生命
歯学部の学生。地域に根ざしたアイデアと
プレゼンテーション能力が高く評価された

神
前
に
竣
工
を
奉
告
す
る
中
原
理
事
長
・
学
長

記
念
式
典
で
来
賓
祝
辞
を
述
べ
る

関
本
恒
夫
新
潟
生
命
歯
学
部
長

学
に
学
び
、
中
山
医
学
大
学

も
同
分
野
の
台
湾
で
の
パ
イ

オ
ニ
ア
と
な
る
べ
く
、
人
材

を
育
成
し
た
い
と
語
っ
た
。

　
中
山
医
学
大
学
は
、
本
学

二
十
九
回
卒
の
周
汝
川
先
生

が
、
一
九
六
一
年
に
前
身
の

「
中
山
牙
科
専
科
学
校
」
を

開
校
。「
中
山
医
科
専
科
学

校
」「
中
山
医
学
院
」
と
改

称
し
、
二
〇
〇
一
年
に
現
在

の
校
名
に
改
称
し
た
。
医

学
部
、
口
腔
学
部
（
歯
学

部
）、
医
学
技
術
学
部
、
健

康
管
理
学
部
、
医
学
人
文
社

会
学
部
な
ど
を
有
す
る
台
湾

で
は
最
大
の
医
学
大
学
で
あ

る
。
創
立
者
の
周
汝
川
先
生

は
二
〇
一
二
年
に
九
十
五
歳

で
逝
去
さ
れ
た
。

中山医学大学に中原實名誉学長の絵画作品「猫の子」「魚の説」「兜の昇天」の複製画を贈呈した
左から６人目・関本歯学部長、右端・柳井智恵教授

訃
　
　
　
報

完成したクラブハウスとフィールド


